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Ⅰ .　事案の概要


























大 塚 雄 祐
（ 1 ）　本判決の評釈として、安田拓人「判批」法教467号（2019）131頁。
310　　早法 95 巻 4 号（2020）








































































（ 4 ）　最判昭和28年 1 月30日刑集 7 巻 1 号128頁。
（ 5 ）　大判昭和11年 5 月 7 日刑集15巻573頁、最判昭和28年 1 月30日刑集 7 巻 1 号128頁。
（ 6 ）　山口厚『刑法各論［第 2 版］』（有斐閣、2010）167頁以下、松原芳博『刑法各論』（日本
評論社、2016）159頁以下、西田典之（橋爪隆補訂）『刑法各論［第 7 版］』（弘文堂、2018）
142頁、高橋則夫『刑法各論［第 3 版］』（成文堂、2018）204頁など。

















































（ 7 ）　山口・前掲注（ 6 ）163頁、高橋・前掲注（ 6 ）199頁以下、西田・前掲注（ 6 ）137頁
など。
（ 8 ）　大判昭和12年 3 月17日刑集16巻365頁。
（ 9 ）　山口・前掲注（ 6 ）163頁、高橋・前掲注（ 6 ）200頁以下など。
（10）　大判大正 3 年12月 3 日刑録20輯2322頁。
（11）　大判昭和 3 年 7 月14日刑集 7 巻490頁。
（12）　最決平成19年 7 月 2 日刑集61巻 5 号379頁。
（13）　東京高判昭和48年 8 月 7 日高刑集26巻 3 号322頁。
（14）　大阪高判昭和49年 2 月14日刑月 6 巻 2 号118頁。
（15）　最決昭和59年 4 月27日刑集38巻 6 号2584頁。
（16）　このような判例・裁判例の態度に批判的な立場として、平野龍一『刑法概説』（1977、
東京大学出版会）188頁、林幹人『刑法各論［第 2 版］』（東京大学出版会、2007）132頁、曽
根威彦『刑法各論［第 5 版］』（弘文堂、2012）75頁、松原・前掲注（ 6 ）159頁、西田・前
掲注（ 6 ）141頁など。
（17）　最判昭和28年 1 月30日刑集 7 巻 1 号128頁。
（18）　大判昭和 7 年10月10日刑集11巻1519頁。

































































































（29）　山口・前掲注（ 6 ）161頁、西田・前掲注（ 6 ）140頁。

















4 4 4 4
妨害については不可罰、強制力を伴わない






4 4 4 4
公務に対する暴行・脅迫によらない









































（37）　大判大正 4 年 5 月21日刑録21輯663頁、最大判昭和26年 7 月18日刑集 5 巻 8 号1491頁。

















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
……その強制力を同行為に対して
行使し得るはずはなく、その偽計性を排除しようにもそのすべはない


































































































































































320　　早法 95 巻 4 号（2020）
って、本判決も従来の判例と同様に危険犯説に立ったものと解するのが妥当と思
われる。









































































（51）　大阪高判平成14年 6 月13日高刑集55巻 2 号 3 頁。
